
男性は「失敗や不正を隠す」 女性は「正直に報告・相談する」 

✅ 統計・研究から見える傾向 

◉ 男性の傾向：失敗や不正を「隠す」「正当化する」 

• メンツ・プライド文化が強く、失敗を認めると「男としての価値が下がる」と思う傾向。 

• 競争的な環境（出世・成果主義）では、「正直に言うと損をする」空気が強くなる。 

• 企業や官僚の**組織的不正（改ざん・隠蔽）**のほとんどは、男性主導の組織で起きてい

る。 

◉ 女性の傾向：共感・協調を重視し、早期に相談・報告する 

• 「他者との関係の質」を大事にするため、問題が起きたら共有しようとする傾向が強い。 

• 守るべきもの（子ども、家庭など）への責任意識が強く、倫理的な行動をとる傾向も。 

🔍 研究事例・データ 

調査／研究 内容 

ハーバード・ビジネスレビュー

（HBR） 

女性リーダーの方が「倫理的判断」「透明性の高い意思決定」を

する傾向が強い 

経済協力開発機構（OECD） 
女性の方が「公共機関での信頼性が高い」とされる行動をとる傾

向がある 

日本の企業不正事例 東芝、三菱電機、スズキなどすべて男性役員が主導 

✅ なぜ「男性は隠す」が起きやすいのか？ 

1. 上下関係を重んじる縦社会構造 

→ 上司に逆らえない、悪い報告ができない。 

→ 結果、改ざん・忖度・虚偽報告が生まれる。 

2. 「謝ったら負け」的な価値観 

→ 失敗を認める＝敗北と考える心理がある。 

3. 男性集団の「空気支配」 

→ 誰かが先に謝ると、自分も危うくなるため、皆で口裏合わせ・黙る傾向。 

✅ 女性の正直さ・誠実さが生かされにくい現実 



• 現在の政治・企業では、「報告せずに乗り切った人」が評価され、「正直に報告した人」が責

任を負うケースがある。 

• だからこそ、女性の特性を「弱さ」ではなく「組織の健全性に貢献する力」として活用すべ

き。 

📌 結論 

男性はメンツや競争にとらわれるあまり、失敗や都合の悪いことを隠蔽する傾向が強く、一方で女

性は共感性と協調性を背景に、より正直で倫理的な行動をとることが多い。この傾向は、政治・企

業の意思決定層における多様性の欠如による不正や隠蔽の温床を示しており、クオーター制など

による女性参画の拡大は、組織の透明性・健全性を高める重要な手段である。 
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